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【出席率】 会員６６名中４９名 

【先々週出席率】 ９５．２４% 

【ゲスト】     国際ロータリー 第２５６０地区 ガバナーノミニー 中條耕二様 

【ヴィジター】   三条北より 梨木建夫君  山上茂夫君 

【先週のメークアップ】 

２／ ８ 三条北ＲＣへ 天田 匡君  馬場一敏君  馬塲信彦君  飯山勝義君 

                草野恒輔君  永桶栄資君  韮澤喜一郎君 大渓秀夫君 

    ２／ ９ 三条ＲＣへ  天田 匡君  五十嵐勇君  熊倉高志君  永桶栄資君 

                野崎正明君  田中正佐久君 吉田秀治君  吉井正孝君    

    ２／１３ 米山奨学セミナー（新潟）へ 吉井正孝君       

 

 

【会長挨拶】    石山 荘一 会長       

先週２月８日、ＶＩＰにて開催されました「３クラブ合同ロータ

リー１００周年を祝う会」には当南クラブからも大勢のメンバー

から出席していただき有難うございました。来賓に三条市長高橋

一夫様を始め三条市教育委員会教育長松永悦男様そして、嵐南地

区の幼稚園、小、中学校の方々にご出席いただき、７．１３水害

支援プログラム目録贈呈式を予定通り終了致しました。来賓の皆

様に大変感謝され、ロータリーの行動に対して喜んでおられまし

た。これで７．１３水害の義援金の件は一応終了したかと思われ
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ます。ご協力有難うございました。 

本日は「ロータリー理解推進月間」です。佐藤秀夫情報委員長が依頼され、ガバナーノミニーの

中條耕二様にお出でいただきました。中條様には大変お忙しい中有難うございます。よろしくお願

い致します。 

クラブ会報委員会、吉田委員長からのお願いです。南クラブのホームぺージの中、『会員のギャ

ラリー』を会員皆さんの交流の場に致したく秘蔵の写真（思い出の一枚、三条市の好きな場所、あ

まり見ることの出来ない場面など）を２～３枚、コメントを添えて提出して下さいとのことです。

これはメンバーの方しか見ることが出来ませんので安心して楽しいホームページを是非皆さんで

作ってください。南クラブのホームページは他クラブと比較しても引けをとらない内容となってお

ります。現在約７０％完成しておりますが、皆さんのご協力を得て魅力あるホームページの１０

０％完成を願っております。よろしくお願い致します。 

 
 

                                 

 船久保孝志副幹事 

○ロータリーの友事務所より、２００５～０６年度ロータリー手帳の予約についてのご案内 

 ※ クラブで購入いたします。ご希望の方は事務局までお申し込み下さい。 

お渡しは５月下旬の予定です。 

 
 
 
 
 
 

 

 

～２月１４日￥５７，０００ 今年度累計￥８３４，５６０～ 

 

石山君     今日の卓話、ガバナーノミニー中條さん宜しくお願い致します。 

佐藤（栄）君  寒い日が続いております。私年度が日に日に近づいて背筋が寒い毎日です。 

津波義援金に協力致します。 

船久保君    佐々木幹事出張の為代理です。よろしくお願い致します。 

津波義援金に協力致します。 

佐藤（秀）君  「Ｒ理解推進月間」卓話、ガバナーノミニー 中條様宜しくお願い致します。 

津波義援金に協力致します。 

田代君、馬場（茂）君 

中條ガバナーノミニー、卓話有難うございます。ご苦労様です。 

大原君     バレンタインデーですね。（究極の義理）チョコレートを朝２つもらいました。

昼からははたしていくつもらえるかな・・・？ 

吉田（衛）君  多数の方々から写真提出有難うございました。 

嘉瀬君     雪が降ると思ったのに今日の様に晴天になるとうれしい気持ち！ 

幹事報告 



        津波義援金に協力致します。 

安達君、大久保君、木原君、鈴木（幸）君、田中（正）君、田中（悌）君、永桶君、西野君 

野崎君、星野君、丸田君、吉田（秀）君 

中條ガバナーノミニーご苦労様です。 

津波義援金に協力致します。 

岡村、滝口君、田中（久）君 

 ＢＯＸに協力して。 

相田君    ガバナーノミニー中條耕二さんを迎えて。ＢＯＸ担当でした。ご協力に感謝します。 

 
 
 

■□■ ロータリー理解推進月間 □■□ 
「私の職業について、最近のロータリーについて」  国際ロータリー第２５６０地区  

                           ガバナーノミニー 中條 耕二 様 

                                     

（三条北ＲＣ） 

唯今ご紹介をいただきました、三条北クラブの中

條耕二でございます。貴クラブの佐藤秀夫ロータリ

ー情報委員長さんから、昨年メークアップした折に

１月か２月に卓話せよとのご指示を受け、佐藤秀夫

さんとは三高の同期生でもあり、ロータリーは指名

されると断れない不文律がありますので出かけて

参りました。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

１００年前の２月２３日は、ポール・ハリスが３

人の仲間と４人でシカゴにロータリークラブをつ

くった年であり、ロータリー理解月間であります。

このロータリー１００周年に南クラブさんに卓話

させていただくのも、正に光栄であり、記念すべき

月となりました。心から南クラブさんのご厚意とご

友情に感謝とお礼を申し上げます。 

ロータリーの発祥の精神は職業奉仕です。４人の

異なる職業、一業種一人の集まりなら仲良くできる

だろう、即ち職業奉仕と親睦がロータリーの大きな

バックボーンです。本日は私の職業についての一端

を述べ、昨年８月ＲＩ第２５６０地区の諮問委員会

でガバナーノミニーにご指名をいただき、１１月の

地区大会でご披露され、名だけはガバナーノミニー

にさせていただきましたので、最近のロータリーに

ついてのお話もさせていただこうと思います。 

私は、明治以来続いた代々家業として鉄鋼を商う

仕事の中條家を継ぐことは夢にも思っておりませ

んでした。私の名前は耕二です。祖父が、父が耕市、

兄が耕資、二番目でありますから当然耕二と名づけ

てくれ、家の後継ぎは長男の耕資を位置づけており、

新しい物は兄、おさがりは私と、服からカバンから

帽子と一時が万事そうでした。したがって、私自身

将来は家業の鉄を商う以外の仕事にたずさわる気

持ちでおり、それなりの覚悟を決めておりました。

父からも母からもそれなりの教育、しつけを受けて

いたと記憶しております。例えば、結婚式の粉菓子

を切って分けるのも頭のアンコのあるところは兄、

しっぽのアンコの少ないところは弟の私に与えら

れ、正に私にとっては差別の何ものではなく、子供

の自転車一つとっても新しい物は兄、さがりは私で

あり、それが当時の風習として当然でした。 

しかしながら、戦後私の父は焼け野原の東京上野

近くの坂本という所に居を構え、よろい生子板の製



造をスタートし、東京の解体物の古鉄を三条に送り、

東京は生子板（今でいう波板）の製造販売をし、三

条は主に刃物鍛冶をお得意先にもってスタートし

ました。しかし残念ながら、朝鮮動乱景気の前の年、

昭和２５年８月１９日に亡くなってしまいました。

兄が１８才、早大の政経に入り、私１４才、三条高

校の１年の夏休みの時でした。一家の大黒柱の父の

死去は私共一家に大きな課題を残しました。先ず、

明治から続いた家業と中條家は誰が継ぐのか、私は

当然一家を継ぐ立場ではない次男坊ですから辞退

しました。ところが、二人兄弟の兄は東京で暮らす、

三条には帰らないと主張、私も何とか私自身の人生、

自分の進路については白紙ながら独立の道をと思

っておりました。しかし結論は出ず、私が三高に通

いながら家業を手伝っている内に、私が鉄の商いの

道を選ぶことになってしまいました。母の三条に留

まってこの仕事をしてくれの一言に今の私があり、

それから５０数年が経ってしまいました。私は昭和

２９年に東京に出て、東京の修行と知己、友人をつ

くり、正にゼロに近い資本からのスターとでした。

しかしながら、お蔭様でこの鉄の道で飯が食べられ、

しかも健康で過ごさせていただいており感謝の

日々です。 

最近、約３０年ぶりに鉄鋼製品が需給バランスを

崩して大きく値上がりしております。２００３～０

４年にかけて私の扱っている中・厚板などは３倍と

なりました。それでは相当儲かったのではと言われ

るかもしれませんが、在庫は全く持っておりません。

長い間約３０年にわたる鉄鋼市況の低迷で、在庫し

ていれば損をする構図になっており、全部仕入れ、

販売はヒモ付きになっております。 

鉄鋼の歴史は明治３７年、正にロータリーの誕生

した年と前後して、官営八幡製鉄所が九州の八幡村

に誕生してから丁度１００年の歴史しかないので

す。その時に官営八幡製鉄所が三井、三菱、岩井、

安宅を四大商社に指定商として「ひも付販売」と「店

売り販売」との２つの販売システムをつくり、今も

基本的に商社に売る値段を公表し、内口銭から外口

銭へと変化しただけであり、高炉メーカー７０％、

電炉メーカー３０％の生産量、輸出３０％、国内７

０％のこの平均的な販売姿勢は変わっておりませ

んし、簡単には指定特約店にはなれませんし、経済

産業省と組んでメーカー、問屋とヒヤリングしなが

ら生産高を決めているのです。従って、川上重視の

状態、統制に近いカルテルの販売に近いものであり

ます。正に独占禁止法ふれないすれすれの状態です。

従って、私共は流通口銭はゼロで加工して少しでも

利益を出して行かなければなりません。しかも、加

工賃の高低まで口を出し、川上はメーカーのリスト

ラされた幹部社員が牛耳っている世界であり、薄利

の企業となっております。しかし、一旦大手の資本

が入ると、生かさず殺さずの管理型企業となります。

私も少しの力のある内に大手鉄鋼メーカーに会社

ぐるみ売却し、個人的な企業にまた戻り、長い間の

管理された前の会社から開放され、小さな虫にも５

分の魂と言いましょうか、小さいながらも自己資本

を中心に気軽な商売に転換させていただきました。 

 メーカーの裏話は立場上これ以上は控えさせて

いただきますが、最近鉄の値上がりのことが話題に

なっておりますが、約２０年ニッサン自動車のブレ

ーキの仕事を月に直すと約１０００トンの加工を

してまいりました。今から２０年前、納入が遅れラ

インがストップしたということで、ラインのストッ

プ料で３００万円取られたことがあります。この位

ラインが止まることは大変な損害になるのですか

ら、最近ニッサンが材料が無くて１日か２日ライン

が止まることがあるいはあるのではないかと思っ

ておりますし、鉄鉱石始め石炭や水を多量に使いま

すので、この３つをとっても２倍、３倍となってお

りますので、従来値上げすれば必ず鉄は下がるの神

話はやや影をひそめてくる可能性は大と思ってお

ります。 

 お隣りの中国の消費量が日本の生産量の３倍と

なり、人口は１０倍ですのでもっと消費量が上がる

可能性があります。インドも爆発的需要となり、日

本企業の海外移転が４０％から５０％となると輸

出ドライブがかかり、安い国内出荷は残念ながら輸

出を基調とする日本の産業構造から増えることは

当分考えられないことであり、大量に鉄を消費する

自動車、家電メーカーにとっては、必死に調達しな

いと鉄不足で製品ができない現象となることでし

ょう。 



さて、職業奉仕の鉄についてお話しはこの位にさ

せていただき、これから、最近のＲＩ第２５６０地

区の状況についてお話したいと思います。先ず第一

に、会員のここ７～８年の減少傾向は歯止めがかか

らず、約３，０００名から８００名減少の２，２０

０名となりました。今も女性会員を歓迎するクラブ

と絶対に受け入れないクラブと分かれている状態

です。２４クラブは女性会員がおられません。 

 次に公式訪問についてですが、２つのクラブの公

式訪問、いや４つのクラブの合同例会・公式訪問を

今年度のガバナーが実施されました。これが大きな

話題となり、今後このようなことがなされるなら俺

はロータリーを脱会するという人も出るほど賛成

する方が少ないのです。公式訪問について私に対し

ても質問がきており、神成ガバナーエレクトとも話

し合っているところです。私の担当させていただく

時は全クラブ公平に廻る予定であります。 

 ガバナー選出について説明させていただきます。

ガバナー選出はパストガバナーが何人か集まる諮

問委員会があり、そこで従来もそうですが今も、「受

ける、受けない」という難しい問題に発展しており、

なかなか受けるガバナーやクラブが少ないと聞い

ております。クラブの運営はロータリーの基本であ 

り、原点であることは重々承知しておりますが、地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区のガバナーのあり方や地区協や地区大会、財団の 

運営等、国際ロータリーとの情報伝達など、ガバナ

ー事務所が絶対必要な組織となっているのがロー

タリーであります。従って、このガバナー事務所の 

運営やＩＭ、地区協、地区大会のあり方も今後大い

に議論してゆく必要に迫られてきた感じがします。 

ロータリーを簡略にしようということが、ロータリ

ーの組織や運営の手を抜いて、ロータリーの公式訪

問も全部ＡＧに任せていく今のリーダーシッププ

ランがいいのか、これから変革するロータリーの中

で取捨選択の時代に入ったのではないかと思って

おります。 

 ロータリーが２１世紀を迎え、創立１００周年を

迎え、大きな曲がり角となっていることは事実のよ

うでございます。不肖私もロータリーとは何か、原

点から学習を開始し、できるだけ多くのロータリア

ンとお会いし、ご意見やご指導をいただきながら、

約２年間の貴重な時間をロータリーの奉仕の精神

をもって努力致す決意でおりますので、南クラブの

会員諸兄のご指導とご支援を切にお願い申し上げ、

今日の卓話に代えさせていただきます。有難うござ

いました。



 
 
 
 
 
 
                       ・・三条南ロータリークラブ例会日  
日 月 火 水 木 金 土 

 
 

 １ 

◆北ＲＣ 

クラブ・ 

フォーラム

２ 

◆三条ＲＣ 

卓話 

渡辺勝利会員

３ ４ 
 

５ 
 

６ 
 

７      
◆南ＲＣ 
クラブ休会 

８ 
◆北ＲＣ 

会員卓話予定

９ 
◆三条ＲＣ 

卓話 

永井敏行会員

１０ １１ 
 

１２ 

 

１３ 
 
１４   
◆南ＲＣ 
卓話 

荒澤威彦会員 

１５ 
◆北ＲＣ 
夜例会 

会員卓話予定

１６     
◆三条ＲＣ 
クラブ休会

１７ 
 

１８ 
 

１９ 
 

２０ 
 

２１春分の日  
◆南ＲＣ 
休  会 

２２ 
◆北ＲＣ 
会員卓話予定

 

 

２３     
◆三条ＲＣ 
卓話 
若槻八十彦 

会員 

２４ ２５ ２６ 
 

２７ 
会長エレクト

研修セミナー 

１０：００～ 

１８：１５ 

於：ホテル 

オークラ 

２８      
◆南ＲＣ 
卓話 
大原義弘会員 

２９ 
◆北ＲＣ 
エレクト研修

報告会 

 

◆三条ＲＣ 
会員卓話予定

 

   
 

＊ 近隣ＲＣ例会変更のお知らせ＊ 
   吉田ＲＣ       ３月１８日（金） 夜例会         

   燕 ＲＣ        ３月３１日（木） クラブ休会 

 
 
 
 
 

 


